
ポリシーを使用したスマートライセンシン

グの機能の履歴

次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

表 1 :ポリシーを使用したスマートライセンシングの機能の履歴

機能情報リリース機能名

スマートライセンシングの拡張バージョンに

は、ネットワークの運用を中断させないライ

センスソリューションを提供するという主目

的がありますが、むしろ、購入および使用し

ているハードウェアおよびソフトウェアライ

センスを考慮して、コンプライアンス関係を

実現するライセンスソリューションを提供す

るという目的もあります。

このリリース以降、ポリシーを使用したスマー

トライセンスがデバイスで自動的に有効にな

ります。これは、このリリースにアップグレー

ドする場合にも当てはまります。

デフォルトでは、CSSMのスマートアカウン
トとバーチャルアカウントは、ポリシーを使

用したスマートライセンスで有効になってい

ます。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

ポリシーを使用したス

マートライセンス
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機能情報リリース機能名

CiscoDNACenterは、CiscoDNACenterリリー
ス 2.2.2以降、Smart Licensing Using Policy機能
をサポートしています。

Cisco DNA Centerを使用して製品インスタン
スを管理する場合、CiscoDNACenterはCSSM
に接続し、CSSMとのすべての通信のインター
フェイスとなります。

互換性のあるコントローラと製品インスタン

スのバージョンについては、「コントローラ

のサポート情報：CiscoDNACenter」を参照し
てください。

このトポロジについては、コントローラとし

ての Cisco DNA Centerとコントローラとして
の Cisco DNA Centerの使用を参照してくださ
い。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.2

Smart Licensing Using
Policyへの Cisco DNA
Centerのサポート

SSMオンプレミスは、CSSMと連動するアセッ
トマネージャです。これにより、CSSMに直
接接続する代わりに、オンプレミスで製品と

ライセンスを管理できます。

互換性のあるSSMオンプレミスと製品インス
タンスバージョンについては、SSMオンプレ
ミスを参照してください。

このトポロジの概要についてと実装方法につ

いては、SSMオンプレミス展開とトポロジの
ワークフロー：SSMオンプレミス展開を参照
してください。

既存のバージョンの SSMオンプレミスから、
Smart Licensing Using Policyへの移行をサポー
トするバージョンへの移行については、Smart
Licensing Using Policyをサポートする SSMオ
ンプレミスのバージョンへの移行を参照して

ください。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.3

Smart Licensing Using
Policyの場合の Smart
Software Managerオン
プレミス（SSMオンプ
レミス）サポート
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機能情報リリース機能名

このリリース以降、ポリシーを使用したスマー

トライセンシングは次のプラットフォームで

サポートされます。

• Catalyst 8000Vエッジソフトウェア

• Catalyst 8200シリーズエッジプラット
フォーム

• Cisco 1100ターミナルサービスゲート
ウェイ

•シスコクラウドサービスルータ 1000v
（このプラットフォームで、ポリシーを

使用したスマートライセンシングをサポー

トするには、CSRv.binイメージから
Catalyst 8000Vソフトウェアイメージに
アップグレードする必要があります）。

•シスコサービス統合型仮想ルータ（この
プラットフォームで、ポリシーを使用し

たスマートライセンシングをサポートす

るには、ISRv.binイメージから Catalyst
8000Vソフトウェアイメージにアップグ
レードする必要があります）。

この機能をサポートする製品の完全なリスト

については、サポート対象製品を参照してく

ださい。

Cisco IOSXEBengaluru
17.4.1

ポリシーを使用したス

マートライセンス
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機能情報リリース機能名

Cisco SD-WANは Cisco CSSMと連携して動作
し、CiscoSD-WANで動作するデバイスに対し
てCisco vManageによるライセンス管理を提供
します。これを実現するためには、Cisco
vManageが CSSMに接続されているトポロジ
を実装する必要があります。

互換性のあるコントローラと製品インスタン

スのバージョンについては、「コントローラ

のサポート情報：Cisco vManage」を参照して
ください。

このトポロジの詳細については、このマニュ

アルのコントローラを介して CSSMに接続お
よびトポロジのワークフロー：コントローラ

を介して CSSMに接続を参照してください。

Cisco vManageの詳細については、Cisco
SD-WANスタートアップガイド [英語]の
「License Management for Smart Licensing Using
Policy」セクションを参照してください。

Cisco IOSXEBengaluru
17.5.1a

ポリシーを使用したス

マートライセンシング

のライセンス管理

（Cisco vManageを使
用）

PAKライセンスを管理するライブラリは、ソ
フトウェアイメージから削除されています。

ユーザーの既存の PAKライセンスを引き続き
サポートおよび受け入れるために、PAKライ
センスのスナップショットが自動的に作成さ

れ、Device-LedConversionプロセスがトリガー
され、PAKライセンスがスマートライセンス
に変換されます。

PAKライセンスのスナップショットを参照し
てください。

Cisco IOSXEBengaluru
17.6.2

PAKライセンスのス
ナップショット
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機能情報リリース機能名

新しいハードウェアの注文では、信頼コード

は製造時にインストールされるようになりま

した。

出荷時にインストールされた信頼コードを使

用して CSSMと通信することはできません。

概要および信頼コードを参照してください。

Cisco IOS XE Cupertino
17.7.1a

工場でインストールさ

れた信頼コード

信頼コードは、製品インスタンスが CSLUへ
のデータ送信を開始するトポロジと、製品イ

ンスタンスがエアギャップネットワーク内に

あるトポロジで自動的に取得されます。

次を参照してください。

•信頼コード

• CSLUを介して CSSMに接続、製品イン
スタンス開始型通信の場合のタスク

• CSLUは CSSMから切断、製品インスタ
ンス開始型通信の場合のタスク

• CSSMへの接続なし、CSLUなし、トポロ
ジのワークフロー：CSSMへの接続なし、
CSLUなし

追加のトポロジでの信

頼コードのサポート

認証コード要求を保存

してファイルに戻し、

CSSMWeb UIで簡単
にアップロードする機

能
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機能情報リリース機能名

製品インスタンスがエアギャップネットワー

クにある場合、SLAC要求を製品インスタン
スのファイルに保存できます。SLAC要求ファ
イルをCSSMWebUIにアップロードする必要
があります。その後、SLACコードを含むファ
イルをダウンロードし、製品インスタンスに

インストールできます。返品要求ファイルも

同様の方法でアップロードできます。

この新しい方法では、SLACを生成するため
にCSSMWebUIで必要な詳細情報を収集して
入力する必要はありません。また、認証コー

ドを返却するためにCSSMWebUIで製品イン
スタンスを検索する必要はありません。

CSSMWeb UIでは、要求または返信ファイル
は、RUMレポートをアップロードするのと同
じ場所に同じ方法でアップロードされます。

製品インスタンスでの SLAC要求の生成と保
存、承認コードの削除と返却、およびCSSM
へのデータまたは要求のアップロードとファ

イルのダウンロードを参照してください。

バージョンプライバシーが無効になっている

場合（no license smart privacy versionグロー
バルコンフィギュレーションコマンド）、製

品インスタンスで実行されているCiscoIOS-XE
ソフトウェアバージョンと Smart Agentバー
ジョン情報が RUMレポートに含まれます。

「license smart（グローバルコンフィギュレー
ション）」を参照してください。

RUMレポートでソフ
トウェアバージョンを

収集するためのサポー

ト

RUMレポートの生成と関連プロセスが最適化
されました。これには、RUMレポートの処理
にかかる時間の短縮、メモリとディスク領域

の使用率の向上、および製品インスタンス上

の RUMレポートの可視性（エラーがある場
合、エラーの数、各プロセスの処理状態など）

が含まれます。

show license rum、show license tech、およびshow
license allを参照してください。

RUMレポートの最適
化と統計情報の可用性
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機能情報リリース機能名

showコマンドの出力
に含まれるアカウント

情報

RUM確認応答（ACK）には、CSSMで報告さ
れたスマートアカウントとバーチャルアカウ

ントが含まれます。アカウント情報は、さま

ざまな showコマンドの出力に表示され、常に
製品インスタンスで使用可能な最新のACKに
従います。

show license summary、show license status、show
license all、および show license techを参照して
ください。

Linuxを実行するマシン（ラップトップまたは
デスクトップ）での CSLU導入のサポート。
CSLUは、次の形式のLinuxと互換性がありま
す。

「CSLU」を参照してください。

Linuxの CSLUサポー
ト
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機能情報リリース機能名

自律モードで実行されている Catalyst 8000V
エッジソフトウェアの場合、必要なライセン

スの前払いではなく、ライセンスの実際の使

用量に対して支払うライセンスの後払いモデ

ルを実装できます。

MSLAおよびユーティリティモードを参照して
ください。

Cisco IOS XE Cupertino
17.9.1a

Smart Licensing Using
Policyによるマネージ
ドサービスライセン

ス契約（MSLA）のサ
ポート。

すべてのデータプライバシー関連情報を送信

する新しいメカニズムが導入されました。こ

の情報は RUMレポートに含まれなくなりま
した。データプライバシーが無効になってい

る場合（no license smart privacy {all | hostname
| version}}グローバルコンフィギュレーショ
ンコマンド）、データプライバシー関連情報

は、別の同期メッセージまたはオフラインファ

イルで送信されます。

実装したトポロジに応じて、製品インスタン

スが別のメッセージでこの情報の送信を開始

するか、CSLUおよび SSMオンプレミスが製
品インスタンスからのこの情報の取得を開始

するか、または license smart save usage特権
EXECコマンドを入力すると生成されるオフ
ラインファイルにこの情報が保存されます。

license smart（グローバルコンフィギュレー
ション）を参照してください。

データプライバシー関

連情報を送信する新し

いメカニズム

製品インスタンスでホスト名を設定し、対応

するプライバシー設定を無効にすると（no
license smart privacy hostnameグローバルコ
ンフィギュレーションコマンド）、ホスト名

情報が製品インスタンスから送信されます。

実装したトポロジに応じて、ホスト名情報は

CSSM、および CSLUまたは SSMオンプレミ
スによって受信されます。その後、対応する

ユーザーインターフェイスに表示されます。

license smart（グローバルコンフィギュレー
ション）を参照してください。

ホスト名のサポート

追加のトポロジでの信

頼コードのサポート
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機能情報リリース機能名

CSLUが製品インスタンスからのデータの取
得を開始するトポロジでは、信頼コードが自

動的に取得されます。

信頼コード、CSLUを介して CSSMに接続、
CSLUはCSSMから切断を参照してください。

VRFがサポートされている製品インスタンス
では、すべてのライセンスデータを CSSM、
CSLU、または SSMオンプレミスに送信する
ように VRFを設定できます。

VRFを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで license smart vrf
vrf_stringコマンドを入力します。

license smart（グローバルコンフィギュレー
ション）を参照してください。

VRFのサポート

RUMレポートスロッ
トリング
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機能情報リリース機能名

製品インスタンスが通信を開始するすべての

トポロジで、レポートの最小頻度は 1日に制
限されます。これは、製品インスタンスが 1
日に複数の RUMレポートを送信しないこと
を意味します。

影響を受けるトポロジは、CSSMに直接接続、
CSLUを介して CSSMに接続（製品インスタ
ンス開始型通信）、CSSMから切断された
CSLU（製品インスタンス開始型通信）および
SSMオンプレミス展開（製品インスタンス開
始型通信）です。

特権 EXECモードで license smart syncコマン
ドを入力すると、レポート頻度のスロットリ

ングを無効にできます。これにより CSSMま
たは CSLU、あるいは SSMオンプレミスとの
オンデマンドの同期がトリガーされ、保留中

のデータが送受信されます。

RUMレポートスロットリングは、17.3.xトレ
インの Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.6以降の
リリース、および 17.6.xトレインの Cisco IOS
XEBengaluru 17.6.4以降のリリースにも適用さ
れます。Cisco IOS XE Cupertino 17.9.1以降、
RUMレポートスロットリングは後続のすべて
のリリースに適用されます。

CSSMに直接接続、CSLUを介して CSSMに
接続、CSLUは CSSMから切断、SSMオンプ
レミス展開を参照。

PLRを使用すると、製品インスタンスで任意
のライセンスを無制限に使用できます。PLR
は、製品インスタンスがネットワークの外部

とオンラインで通信できない高セキュリティ

展開または完全なエアギャップネットワーク

に適しています。

を参照してください。 Smart Licensing Using
Policy環境のパーマネントライセンス予約

Cisco IOS XE Dublin
17.10.1a

Smart Licensing Using
Policyのパーマネント
ライセンス予約

（PLR）
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機能情報リリース機能名

PAK管理ライブラリは廃止され、スナップ
ショットを取得するためのプロビジョニング

は利用できなくなりました。

Cisco IOSXEDublin 17.11.1a以降のソフトウェ
アイメージは、PAKライセンスに関するスナッ
プショット情報のみに依存しています。

スナップショットのない PAKライセンスがあ
り、Cisco IOSXEDublin 17.11.1a以降のリリー
スにアップグレードする場合は、2回アップグ
レードする必要があります。まず、PAKライ
センスのスナップショットと完全なDLCが作
成されるリリースのいずれかにアップグレー

ドしてから、必要な後続のリリースに再度アッ

プグレードします。

PAKライセンスのスナップショットを参照し
てください。

Cisco IOS XE Dublin
17.11.1a

PAKライセンスのス
ナップショット

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、https://cfnng.cisco.com/に
アクセスします。
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b-sl-using-policy_chapter2.pdf#nameddest=unique_20
https://cfnng.cisco.com/
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


